The Balanced Growth Effects of Firm Heterogeneity and Direct Investment Selection by 高木 かおる
経営と経済 第85巻 第 3･4号 2006年 2月
企業の異質性および直接投資の選択と均斉成長















































































経 営 と 経 済
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準化する｡このときS国の第 i企業が生産立地国としてm 国 (m-H,F)を
選択した場合に獲得できる利潤7T器は

























るハミル トニアン関数 His-Rl(1-読 )pisXis-LzLS- P芸]- AisKisLz,凍 用い
て,通常の異時点間の最適化問題と同様に,各企業のPisおよび Lzwの選択
に関する1階条件,および状態変数 二㍍ に関する条件が次式のように導出さ













の知識ス トックの水準に依存して変化する｡この とき (7)から,各企業
の財供給量 xisも各企業の知識ス トックの水準に依存する.また (3)は
5)以下では,時間を表す添字 tは省略する｡
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図2は,図 1と同様に,H 国を本拠 とする企業 (以下,H 国企業)のコス
ト･ディスアドバンテージの序列と,それぞれが負担すべき固定費用の関係
を図示したものである.H 国企業が直接投資を選択した場合の固定費用の



























QiH- ¢;･H(0,- 忠 ,1;三言 o* (18,
0*は,図 2および上記の議論から,H国企業が生産拠点として自国およ
び他国のいずれを選んでも等しい大きさの利潤を獲得できる直接投資コス
ト ディスア ドバンテージである｡ 0-的こおいて 嘩F-QHが成 り立つ必
要があるから,β『ま2国の固定費用の格差によって決まる｡
以上から,H 国企業はその生産拠点の選択に応じて 2つ企業群,すなわ






























(F 国)の労働市場において満たされる必要がある｡また,すべての H 国





























消費者および各企業の意思決定を反映した (13)および (16),知識ス トッ























を得る｡さらに (25)と (26)をH 国および F国の労働市場の需給均衡式
(19)および (20)に代入し整理すれば







400 経 営 と 経 済
働量 LH,LF および Lは外生的に与えられる変数であり,また0*も製造活











図3である.図3において,(28)の左辺を表す線 a(n)/n と (28)の右辺
a(n)/n























































るか,あるいは F国の労働賦存量の増大が H 国の労働賦存量の増大を上回
っても2国の労働賦存量増大幅がほぼ等しいならば 億 <去+誓 および








かし,F 国の労働賦存量の増大幅が H 国の労働賦存量の増大幅をより上回
る状態では (去.響 く%F<去+讐 ユ(1.B)および去+讐 ユ,%H,喜一
(1+β)のとき),企莱数 (およびブラン ド製品数)〝はむしろ増加す
るようになり,さらにF国の労働賦存量の増大幅が H 国の労働賦存量の増
大幅を十分上回る状態では (%F,去.響 (1+B)- び警 <喜一GiQ24
(1+B)のとき),企業数 nの増加にともない企業あたりの労働量の減少が制

































































0-(1-α妻 +αZ (妻 +4% t)
を得る｡これから,均斉成長経路上において2/zisが一定であること,およ
びZis/Zis-2/Zを確認できる｡
経 営 と 経 済
(23)から 碧 -[1.8(rn-1)]2,0が容易に確認されるOさらに (23)
da(n)/n_γ-[1+a(n-1)










(28)を越 -pB-1,ただ し B…旦吐 E二辿 -L と表す.このとき2国n G(0')







LF および LH のどちらの変化によるのか,その相対的大きさに依存するこ
とがわかる.(28)の右辺の変化は図 3の線pB~1のシフトによって表され,
それにより均衡における nの変化を確認することができる｡より明示的に




霊 -三豊 (卜 B-1慧)
であり,これから %F,(<)去+讐 ユ(1･B)および %H<(,)喜一Qi坦4
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